
【
菊
池
執
行
委
員
長
の
挨
拶
】

本
日
は
雪
の
影
響
で
、
お
足
元
の
悪
い
中
、

お
集
ま
り
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
１

４
日
の
大
雪
で
、
１
５
日
の
公
出
は
出
庫
台
数

が
８
０
台
ほ
ど
で
し
た
。
過
去
に
無
い
、
長
時

間
労
働
を
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
大
変
な
ス
ト
レ
ス
の
中
、

大
き
な
事
故
も
な
く
、
無
事
に
帰
庫
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
疲
れ

様
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
均
の
営
収
が

７
万
円
を
超
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
極
端

な
例
で
は
あ
り
ま
す
が
、
減
車
を
す
れ
ば
、
ど

れ
だ
け
営
収
が
上
が
る
か
を
実
践
し
た
よ
う
な

も
の
で
し
た
。

第
４
０
回
臨
時
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
今
回
は
重
大
な
決
断
を
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
３
９
年
間
、
多
く
の
皆
様
の
支
え
が

あ
っ
て
東
ハ
イ
の
運
動
と
運
営
を
支
え
、
行
動

を
共
に
し
て
き
ま
し
た
。
単
に
福
島
書
記
長
が

選
挙
に
敗
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
脱
退
を
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

も
今
回
の
議
案
の
中
で
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
政
策
闘
争
に
関
わ
る
に
は
、
全
国
産

別
の
力
が
必
要
で
す
。
ど
う
し
て
も
法
律
の
力

を
借
り
な
け
れ
ば
タ
ク
シ
ー
産
業
の
環
境
を
大

き
く
変
え
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
賃

金
・
労
働
条
件
の
改
善
は
勿
論
の
こ
と
、
皆
さ

ん
が
誇
り
を
持
っ
て
働
け
る
産
業
に
す
る
為
に

も
上
部
団
体
へ
の
変
更
に
つ
い
て
提
案
を
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
ら
か
ら
も
１
月
２
７
日
に
制
定
し
た
新
法

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
地
域
協
議
会
で
声
を
上

げ
、
特
定
地
域
に
指
定
さ
せ
る
運
動
を
強
化
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
資
格
審
査
報
告
・
大
会
運
営
報
告
】

大
会
役
員
に
は
石
井
貴
也
氏
・
野
村
朗
氏
・

佐
藤
幸
雄
氏
・
古
川
雅
彦
氏
・
小
野
純
一
氏
の

５
名
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

互
選
に
よ
り
、
同
委
員
長
に
任
命
さ
れ
た
石

井
貴
也
氏
よ
り
、
組
合
員
４
５
６
名
、
出
席
６

９
名
（
審
査
後
２
名
出
席
）
、
委
任
状
３
０
５

通
と
報
告
が
あ
り
、
全
体
の
３
分
の
２
以
上
の

出
席
を
以
て
大
会
が
成
立
致
し
ま
し
た
。

◎
第
１
号
議
案

東
京
ハ
イ
タ
ク
労
連
か
ら
の

脱
退
決
議
（
案
）

→
第
一
号
議
案
「
東
京
ハ
イ
タ
ク
労
連
か
ら

の
脱
退
決
議
」
は
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

◎
第
２
号
議
案

全
自
交
労
連
へ
の
加
盟
決
議

●
質
疑
応
答

（
５
７
５
８
木
村
氏
）

「
東
ハ
イ
を
脱
退
し
て
全
自
交
へ
加
盟
す
る
事

の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
」

（
執
行
部
）
ひ
と
り
当
た
り
の
会
費
は
下
が
り

ま
す
。
し
か
し
、
春
闘
の
時
期
な
ど
に
特
別
カ
ン

パ
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
を
含
め
る
と
、
今
よ
り
会

費
は
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
登
録
人
数
を
調
整

し
て
も
ら
い
、
予
算
内
で
お
さ
め
る
よ
う
に
し
ま

す
。
ま
た
、
現
在
の
ノ
ン
ポ
リ
の
３
８
名
の
方
々

に
も
東
洋
交
通
労
組
に
入
っ
て
頂
き
、
協
力
を
し

て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※

そ
の
他
、
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
が
、
第

２
号
議
案
に
つ
い
て
で
は
無
い
為
、
省
略
致

し
ま
す
。

→
第
２
号
議
案
「
全
自
交
労
連
へ
の
加
盟
決

議
」
は
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

◎
第
三
号
議
案

２
０
１
４
年
度
東
洋
交
通
労
働
組
合
活
動
方

針
の
変
更
に
つ
い
て

東
京
ハ
イ
タ
ク
労
連
か
ら
の
脱
退
、
全
自

交
労
連
へ
の
加
盟
に
あ
た
り
、
「
２
０
１
４

年
度
東
洋
交
通
労
働
組
合
活
動
方
針
」
の
東

京
ハ
イ
タ
ク
労
連
と
の
関
係
の
文
言
を
削
除

し
変
更
し
ま
し
た
。

●
質
疑
応
答

「
全
自
交
東
京
地
連
が
契
約
し
て
い
る
弁

護
士
事
務
所
に
つ
い
て
、
相
談
料
は
か

か
り
ま
す
か
？
」

（
執
行
部
）
３
０
分
は
無
料
で
相
談
出
来

ま
す
。

→
第
３
号
議
案
「
２
０
１
４
年
度
東
洋
交

通
労
働
組
合
活
動
方
針
の
変
更
に
つ
い

て
」
は
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

最
後
に
全
員
で
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
が
行
わ

れ
、
第
４
０
回
臨
時
大
会
が
閉
会
さ
れ
ま
し

た
。

第
４
０
回
臨
時
大
会

２
０
１
４
年
２
月
１
６
日
（
日
）
、
第
４
０

回
東
洋
交
通
労
働
組
合
臨
時
大
会
が
２
階
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

筒
井
副
執
行
委
員
長
よ
り
開
会
の
挨
拶
が
あ

り
、
次
に
大
会
議
長
、
書
記
の
選
任
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

大
会
議
長
に
は
鈴
木
正
徳
氏
、
書
記
に
は
髙

田
知
義
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

組織体制はどの様に変わるか？

挨拶する菊池執行委員長

日本労働組合総連合会
（通称：連合）

【５３単産 ６７５万人】

全国労働組合総連合会
（通称：全労連）

【２１単産 １１９万人】

労働組合組織図（2013年11月3日時点）

私鉄総連
（１０万人）

【７，０００人】

全自交労連
（２．５万人）
【２．５万人】

交通労連
（４万人）

【１．１万人】

２００１年

ハイタクフォーラムを
結成私鉄関東ハイタク協議会

東京ハイタク労連 全自交東京地連

２０１２年

東京ハイタクォーラム
を結成

自交総連
【１．３万人】

日本労働組合総連合会
（通称：連合）

【５３単産 ６７５万人】

全国労働組合総連合会
（通称：全労連）

【２１単産 １１９万人】

東京ハイタク労連 全自交東京地連

２０１２年東京ハイタクォーラム
を結成

自交総連
【１．７万人】

２００１年

ハイタクフォーラムを
結成 全自交関東地方協議会

日交労働組合 全自交羽田交通労働組合 東洋交通労働組合

労働組合組織図（今後）

私鉄総連
（１０万人）

【７，０００人】

全自交労連
（２．５万人）
【２．５万人】

交通労連
（４万人）

【１．１万人】
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東洋交通労働組合 日の丸自動車労働組合

日の丸自動車深川労働組合 國際杉並労働組合

グリーン新町労働組合

２０１３年１２月脱会ライオン交通労働組合

（裏面に続く）


